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狩野光信の時代
黒田泰三　　　　　　著
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狩野永徳の嫡男として安土城障壁画などに従事し、永徳没後は狩野一門
の中心として豊臣秀吉の肥前名護屋城の襖絵などを制作した光信は、父
永徳の豪放な巨木表現に代わり，華麗な金碧画のやまと絵の伝統に近づ
いた優美な叙情性を発揮し、花鳥画家と謳われた。この狩野光信の花鳥
画だけではなく、人物画家としての新たな認識を喚起する。それに加え
狩野長信の作品を発掘し、風俗画制作に係わる彼の評価を構築する。
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　（一）一之間障壁画／（二）二之間障壁画／（三）勧学院障壁画における創造と模倣
　第二節　光信の周辺
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第二章　光信の人物画
　第一節　やまと絵系人物画
　　（一）宗像大社蔵「州信」印三十六歌仙図扁額／（二）妙法院蔵三十六歌仙図扁額
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　　（一）狩野長信の存在
第四章　光信・長信と長谷川派
　第一節　光信と長谷川派
　　（一）長谷川等伯と狩野探幽̶等伯筆竹虎図屏風に書かれた紙中極についての一考察
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